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平成 21 年３月期 第２四半期累計期間（連結・個別）業績予想の修正に関するお知らせ 

 

平成20年５月13日付「平成20年３月期決算短信（連結）」にて発表いたしました平成21年３月

期第２四半期累計期間(平成20年４月１日～平成20年９月30日)の連結・個別業績予想について、

下記のとおり修正いたしますのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成 21 年３月期の第２四半期累計期間（平成 20 年４月１日～平成 20 年９月 30 日）の連結業績

予想の修正 

                                     （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益

前回予想（Ａ） 6,165 285 280 150

今回修正（Ｂ） 5,652 354 356 216

増減額（Ｂ－Ａ） △512 69 76 66

増 減 率 △8.3 24.4 27.3 44.1

（ご参考） 

前期実績（平成 19 年 9 月中間期） 
6,125 408 396 253

 

２．平成 21 年３月期の第２四半期累計期間（平成 20 年４月１日～平成 20 年９月 30 日）の個別業績

予想の修正等 

                                      （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益

前回予想（Ａ） 6,155 285 280 150

今回修正（Ｂ） 5,613 333 334 196

増減額（Ｂ－Ａ） △541 48 54 46

増 減 率 △8.8 16.9 19.6 31.1

（ご参考） 

前期実績（平成 19 年 9 月中間期） 
6,125 427 415 270

 



 

 

 

３．修正理由 

当社グループの第２四半期連結累計期間における業績は、企業収益の悪化を背景とした設備投

資の減少や物価上昇に伴う個人消費の停滞など日本経済の景気後退感が強まる中、売上高は業績

予想値を下回りましたが、営業利益、経常利益、四半期純利益は業績予想値を達成いたしました。 

売上高につきましては、当社主要顧客における設備投資計画の見直しなどの影響により、当初

想定していた案件の受注が遅れたことや売上時期がずれ込んだことにより業績予想値を下回り

ました。 

利益につきましては、中国オフショア開発のスタートなど継続的に原価低減や品質・生産性の

向上に注力したこと、社内システムの強化による業務効率の向上や予算統制の徹底による販売管

理費の低減に努めたことなどにより予想値を上回りました。 

これらの要因により、第２四半期累計期間の業績予想を修正いたします。 

 

４．平成 21 年３月期通期の業績予想について（平成 20 年４月１日～平成 21 年３月 31 日） 

  

平成 21 年３月期の通期業績予想につきましては、上半期までの業績は厳しい環境の中で概ね

順調に推移したものの、下半期においては景気後退がより一層進み、今後も当社を取り巻く環

境は厳しい状況が続くと想定されます。 

このような状況を踏まえて、平成 20 年５月 13 日付「平成 20 年３月期決算短信」にて発表い

たしました通期業績予想値の変更はございません。 

 

  

 ※上記に記載した業績予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、

多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況の変化等により、上記予想数

値と異なる場合があります。 

 

 

以  上 


